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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 8,837 23.0 744 664.2 962 179.3 704 89.2

2021年３月期第３四半期 7,182 △18.3 97 △80.1 344 △47.3 372 △22.3
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 671百万円( 82.3％) 2021年３月期第３四半期 368百万円( △26.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 292.40 291.23

2021年３月期第３四半期 154.41 153.79
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 15,755 10,472 66.4

2021年３月期 14,994 10,011 66.7
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 10,457百万円 2021年３月期 9,995百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 40.00 40.00

2022年３月期 － 50.00 －

2022年３月期(予想) 50.00 100.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,500 16.2 900 226.8 1,000 55.4 750 － 311.31
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 2,577,760株 2021年３月期 2,577,760株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 167,081株 2021年３月期 170,234株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 2,409,654株 2021年３月期３Ｑ 2,412,137株

　　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用
にあたっての注意事項等については、添付資料２ページの「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料は当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における経済環境は、世界的な半導体の供給不足による生産への影響や、新型コロナ

ウイルス感染症の変異株の拡大により、回復のペースが鈍化する中で推移しました。また、国内経済は、新型コロ

ナウイルス感染症による活動制限の緩和が進みながらも、製造業の回復が一服したことや、変異株の拡大による懸

念もあり、不透明さを増す中で推移しました。

当社グループが注力する市場につきましては、半導体・電子部品市場が好調を維持しており、自動車部品市場が

半導体供給不足の影響を若干受けているものの、好調に推移しました。また、産業用機器市場は回復を継続してお

り、衛生用品・医療用部品市場は緩やかに回復しながら推移しました。

このような経済環境のもと、当社グループは、不採算商品の撤退も視野に入れた販売施策の推進や、新型コロナ

ウイルス感染症による落ち込みから回復が遅れている商品の収益向上対策に取り組む等、安定した利益を創出する

ための体質強化に注力しております。また、新商品開発状況のモニタリングの徹底等により、成長期待事業の拡大

に向けた新商品開発のスピードアップに取り組んでおります。

上記の結果、当社グループの売上高は、前年同四半期比23.0％増の88億３千７百万円となりました。

利益面では、売上高の増加による操業度の向上に加え、コスト削減活動による売上原価率の改善及び予実管理シ

ステムによるコスト管理の強化等により、営業利益は、前年同四半期比664.2％増の７億４千４百万円となり、経

常利益は、前年同四半期比179.3％増の９億６千２百万円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利

益は、前年同四半期比89.2％増の７億４百万円となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等の適用開始による、四半期連

結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ７億６千万円増加し、157億５千５百万円と

なりました。これは主に棚卸資産及び固定資産が減少したものの、現金及び預金や売上債権が増加したことによる

ものであります。負債は、２億９千９百万円増加し、52億８千２百万円となりました。これは主に賞与引当金が減

少したものの仕入債務、未払法人税等、繰延税金負債及び賞与支払いに伴う未払社会保険料が増加したことによる

ものであります。純資産は、４億６千１百万円増加し、104億７千２百万円となりました。これは主に利益剰余金

が増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の経済見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症の変異株による感染拡大により、経済環境は不透

明な状況が続くと思われますが、当社グループの第３四半期決算は想定内で推移しており、現時点で2022 年３月

期の通期業績予想は、連結、個別ともに2021年11月11日に公表いたしました予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,478 3,152

受取手形及び売掛金 2,625 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 2,978

電子記録債権 333 630

商品及び製品 322 340

仕掛品 1,513 1,412

原材料及び貯蔵品 636 550

その他 297 232

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 8,206 9,296

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,103 1,996

機械装置及び運搬具（純額） 1,069 970

工具、器具及び備品（純額） 74 53

土地 289 289

リース資産（純額） 59 56

建設仮勘定 25 14

有形固定資産合計 3,621 3,380

無形固定資産 31 23

投資その他の資産

投資有価証券 1,107 1,056

賃貸不動産（純額） 1,338 1,285

退職給付に係る資産 621 654

その他 79 68

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 3,134 3,054

固定資産合計 6,788 6,458

資産合計 14,994 15,755
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 944 1,024

電子記録債務 65 88

短期借入金 2,430 2,430

リース債務 26 27

未払法人税等 86 118

賞与引当金 399 279

役員賞与引当金 1 15

製品保証引当金 28 28

設備関係未払金 195 148

その他 457 722

流動負債合計 4,634 4,883

固定負債

リース債務 40 35

繰延税金負債 94 149

資産除去債務 24 24

その他 189 188

固定負債合計 348 398

負債合計 4,983 5,282

純資産の部

株主資本

資本金 2,509 2,509

資本剰余金 2,229 2,229

利益剰余金 5,433 5,921

自己株式 △343 △336

株主資本合計 9,829 10,323

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 192 163

為替換算調整勘定 △60 △63

退職給付に係る調整累計額 34 33

その他の包括利益累計額合計 166 133

新株予約権 15 15

純資産合計 10,011 10,472

負債純資産合計 14,994 15,755
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 7,182 8,837

売上原価 5,619 6,528

売上総利益 1,562 2,308

販売費及び一般管理費 1,465 1,563

営業利益 97 744

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 20 19

持分法による投資利益 22 39

不動産賃貸料 210 210

為替差益 － 15

雇用調整助成金 99 －

その他 73 98

営業外収益合計 426 383

営業外費用

支払利息 13 12

不動産賃貸原価 118 122

為替差損 7 －

その他 38 31

営業外費用合計 178 166

経常利益 344 962

特別利益

投資有価証券売却益 84 22

補助金収入 112 －

特別利益合計 196 22

税金等調整前四半期純利益 541 984

法人税、住民税及び事業税 79 206

法人税等調整額 89 74

法人税等合計 168 280

四半期純利益 372 704

親会社株主に帰属する四半期純利益 372 704
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 372 704

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 22 △29

為替換算調整勘定 1 22

退職給付に係る調整額 23 △0

持分法適用会社に対する持分相当額 △51 △25

その他の包括利益合計 △3 △32

四半期包括利益 368 671

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 368 671
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

１.「収益認識に関する会計基準」の適用

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、一部の製品の販売については、資産に対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転することに伴い、製造

の進捗に応じて収益を一定の期間にわたり認識するよう変更しております。

　収益認識会計基準の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四

半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただ

し、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱

いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。また、

利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表

示することとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替を行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期

間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

２.「時価の算定に関する会計基準」の適用

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。

（追加情報）

新型コロナウイルス感染症への対策とともに、各国の経済活動の再開や景気刺激策により、電機部品事業に

おいては、概ね業績が回復しました。一方、機械部品事業においては、回復の兆しが見られるものの、顧客の

設備投資抑制等の影響はなお残っており、当連結会計年度末にかけて業績が回復していくと仮定しておりま

す。よって、当該仮定を会計上の見積りに反映しております。

　なお、将来における実績値に基づく結果が、これらの見積り及び仮定とは異なる可能性があります。

　


